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１．本資料について

◆ 本資料の対象の読者

◼ SIGMABLADE保守終了に伴い、一般PCサーバ（Express5800/R120h、

Express5800/R120iなど）への更新案件にかかわる営業、SE、販促担当者の

方が読者の対象です。

◆ 本資料の目的

◼ 2018年3月31日に販売終了したブレードサーバ Express5800シリーズ

/SIGMABLADEの最終製品につきまして、保守用部品保有期限が2023年6月

末日迄となっています。

◼ WebSAM SigmaSystemCenter（以降SSC）には、サーバの障害を検知し、

自動的に予備機に切り替える “N+1リカバリ機能” がございます。

◼ SSCのN+1リカバリ機能は、対象サーバの機種により一部機能差異がござい

ます。その機能差異について注意喚起し、機能差異によって影響を受けるシ

ステム提案にかかわる方に対して、代替案検討に向けて正確な情報をご提供

することが本資料の目的です。
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以下の条件にあてはまる場合、注意が必要です

・SIGMABLADEを一般PCサーバ（R120h、R120iなど）へ更新

・現在、SSCのブートコンフィグ置換方式のN+1リカバリ機能を利用

２．注意が必要な構成について

◆ ブートコンフィグ置換方式はSIGMABLADE固有の機能（vIO機能）が前

提となる為、一般PCサーバ（Express5800/R120h、

Express5800/R120iなど）では、利用できません。更新する場合、注意

が必要です。

SIGMABLADE その他PCサーバ

イメージ復元方式 ○ ○
SANブート置換
方式 ○ ○
ブートコンフィグ
(vIO)置換方式 ○ 利用不可

仮想環境における
SSC HA方式 ○ ○
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SSCのN+1リカバリ機能は、サーバの障害を検知し、自動的に予備機に切
り替える機能です

３．SSCによるN+1リカバリ機能について

SSCのN+1リカバリ機能は、システム構成や用途によって
４つの方式が選択可能です。次頁から、４つの方式について説明します。

業務
A

業務
A

業務
B

業務
B

業務
A

障害発生時に
予備サーバへ切り替え

障害
発生

予備
サーバ
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ローカルブートのサーバを対象としたN+1リカバリ方式です
あらかじめ取得しておいたシステムイメージをリストアして復旧します

３－１．イメージ復元方式

サーバB
システム

サーバA
システム

サーバB
システム

サーバC
システム

①サーバBの障害を検知
②サーバBの電源OFF

サーバB
システム

③予備サーバの電源ON

④予備サーバにサーバBの
システムイメージ配布

⑤予備サーバを再起動

業務
A

業務
A

障害
発生

予備
サーバ
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障害
発生

SANブートのサーバを対象としたN+1リカバリ方式です
論理的なストレージパスを切り替えることで業務を復旧します

３－２．SANブート置換方式

ストレージ

サーバB
システム

サーバA
システム

サーバC
システム

①サーバBの障害を検知 ②サーバBの電源OFF

③iStorageManagerなどのストレージ管理製品
に指示し、論理的なストレージパスを切り替え

④予備サーバを起動

業務
A

業務
A

予備
サーバ

※ストレージは、SSCの対応ストレージである必要があります。
iStorage Vシリーズには対応していないためご注意ください。
iStorage Mシリーズに対応しています。



© NEC Corporation 20228

SIGMABLADEのvIO機能と連携したN+1リカバリ方式です
ブートコンフィグという仮想的な個性情報（UUID、MAC、WWN）を付け
替えることで復旧します

３－３．ブートコンフィグ(vIO)置換方式

ストレージ

サーバB
システム

サーバA
システム

サーバC
システム

①サーバBの障害を検知
②サーバBの電源OFF

③SIGMABLADEに指示し、
ブートコンフィグを付け

替え

④予備サーバを起動

SIGMABLADE

業務
A

業務
A

予備
サーバ

障害
発生
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障害
発生

仮想環境におけるHW障害に対応した復旧方式です
ハイパーバイザーが用意しているHA機能に加え、HWの障害予兆契機で自
動復旧することにより、より高度な可用性を実現します

３－４．仮想環境におけるSSC HA方式

ストレージ

データストア

業務
A

①仮想化ホストBの障害
（予兆含む）を検知

業務
A

③ライブマイグレーション
失敗時にはフェイルオーバ

を指示

②ライブマイグレーション
を指示

VM VM
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ブートコンフィグ置換方式、SSC HA方式のメリットは、切り替え前後で個
性情報が変化しないため、サーバ内外から見た差異が生じないことです

⇒ システム構成やOS、アプリケーションに依存せずリカバリが可能です

３－５．方式比較

切り替え前後での
UUID差異

切り替え前後での
MAC差異

切り替え前後での
WWN差異

バックアップリ
ストア方式

あり あり あり

ストレージパス
切り替え方式

あり あり あり

ブートコンフィ
グ置換方式

無し 無し 無し

仮想環境におけ
るSSC HA方式

無し 無し 無し

ブートコンフィグ置換方式の場合、内部で個性情報をつかんでいるOS、アプリ
ケーションが稼働しているサーバ（例えば、vSphereやHyper-Vなどのハイパーバ
イザー）もリカバリ可能です
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４．更新後の可用性検討について
◆ SIGMABLADEから一般PCサーバへの更新後のSSCを活用した可用性検

討について記載します

Start

移行後もSSCによるN+1リカバリが利用
できます（P6、P7参照）

SSCのその他のN+1リカバリ方式をご検
討ください（P6、P7参照）

SSCの仮想環境における可用性機能
（SSC HA）の採用をご検討ください
（P9参照）

SSCによるN+1リカバリは利用できません
FTサーバや、クラスタリングをご検討ください

前提：
現在、SIGMABLADEの可用性向上のためにSSCの
N+1リカバリ機能を利用している

Q. ブートコンフィグ置換方式を利用している

Q. UUID、MAC、WWNなど個性情報を意識する製品を
稼働させている

Q. 現在の業務の動作環境は、仮想化せずに、引き続き
物理環境にする方針だ

Yes

Yes

Yes

No

No

No
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参考資料

◆ 物理環境におけるN+1リカバリについて

◼ WebSAM SigmaSystemCenter 3.12 リファレンスガイド
• 「3.3.1. 物理環境の障害復旧機能」
– https://docs.nec.co.jp/sites/default/files/minisite/static/491ecd5a-c6b1-4123-a25c-

0039f08bca15/SSC_ReferenceGuide_h312-1/Physical/Physical_Recovery-Failover.html

◆ 仮想環境における障害対応について

◼ WebSAM SigmaSystemCenter 3.12 リファレンスガイド
• 「4.8.1. 仮想マシンサーバダウン時のVM退避」
– https://docs.nec.co.jp/sites/default/files/minisite/static/491ecd5a-c6b1-4123-a25c-

0039f08bca15/SSC_ReferenceGuide_h312-1/Virtual/Virtual_Recovery-Failover.html

• 「4.8.2. HW障害予兆発生時のVM退避」
– https://docs.nec.co.jp/sites/default/files/minisite/static/491ecd5a-c6b1-4123-a25c-

0039f08bca15/SSC_ReferenceGuide_h312-1/Virtual/Virtual_Recovery-Migration.html

• 「4.8.3. ブートコンフィグ(vIO)置換による仮想マシンサーバのN+1リカバリ」
– https://docs.nec.co.jp/sites/default/files/minisite/static/491ecd5a-c6b1-4123-a25c-

0039f08bca15/SSC_ReferenceGuide_h312-1/Virtual/Virtual_Env-vio.html

https://docs.nec.co.jp/sites/default/files/minisite/static/491ecd5a-c6b1-4123-a25c-0039f08bca15/SSC_ReferenceGuide_h312-1/Physical/Physical_Recovery-Failover.html
https://docs.nec.co.jp/sites/default/files/minisite/static/491ecd5a-c6b1-4123-a25c-0039f08bca15/SSC_ReferenceGuide_h312-1/Virtual/Virtual_Recovery-Failover.html
https://docs.nec.co.jp/sites/default/files/minisite/static/491ecd5a-c6b1-4123-a25c-0039f08bca15/SSC_ReferenceGuide_h312-1/Virtual/Virtual_Recovery-Migration.html
https://docs.nec.co.jp/sites/default/files/minisite/static/491ecd5a-c6b1-4123-a25c-0039f08bca15/SSC_ReferenceGuide_h312-1/Virtual/Virtual_Env-vio.html


© NEC Corporation 202213

詳細な監視で可能な限り予兆段階で対処し、業務停止を回避

予兆段階で対処できない場合でも、二段階の復旧処理で可用性を向上

(参考)HW障害による業務停止を自動化で未然に回避

共有ストレージ

異常検出

⚫ ＦＡＮ故障、温度異常
⚫ ＰＳＵ（冗長電源）の片系異常
⚫ ストレージパスの片系異常
⚫ 電圧異常

障害の予兆の例

仮想化基盤 仮想化基盤

VM VM VM VM VM

VM

対処１ vMotionにより
オンラインで退避

対処２ 仮想マシン再起動

異常発生
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業務サーバ
（仮想サーバ）

仮想化基盤①
（物理サーバ）

温度異常 致命的故障

仮想化基盤②
（物理サーバ）

やり直しだ！

業務サーバ
（仮想サーバ）

仮想化基盤①
（物理サーバ）

仮想化基盤②
（物理サーバ）

故障範囲が
拡大してる！

•業務停止が発生

•障害拡大のケースも

•再起動後の
確認作業が発生

•業務サーバを
無停止で退避

•障害拡大を抑制

•再起動がなく、
確認不要

業務停止！

(参考)障害予兆監視のメリット

障害予兆をきっかけに、業務を稼働させたまま障害を自動的に回避

仮想マシン再起動
（vSphere HA）

緊急停止
（SSCからのシャッ

トダウン指示）

仮想マシン移動
（SSCからのvMotion指示）

温度異常
（障害予兆）

仮想化基盤のみ

SigmaSystemCenter
障害？

気づかなかった
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WebSAMに関するお問い合わせ先

お問い合わせ先／製品ご紹介サイト

※本資料に掲載の会社名、製品名は各社の商標または登録商標です

NEC ファーストコンタクトセンター ソフトウェアお問合せ窓口

http://jpn.nec.com/websam/sigmasystemcenter/

検 索ＷｅｂＳＡＭ

ＴＥＬ：0120（58）0595

受付時間：9：00～12：00 13：00～17：00 月曜日～金曜日（祝日・NEC所定の休日を除く）




